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bα. MASAYO滋nAKISADA 

E自約3本研究ではp これまでき十数年にわたっ

て持久的トレーニングを務んできたマスターズ・

ランナー6名に対して筋主主挨を実施しF その筋線

維特性を務らかにし，長裁にわたる持久トレーニ

γグが高審会者の筋線総特俊に与える彩穫を検討し

ようとするものである，

〔方法〕 被技者には， 6名のマλターズ・ラン

ナ…を;子jいた.平均年齢62議，平均トレ}ニニング

年数17年であった.

全被挨者に対して，お足・外錫広筋において筋

生検を災施した.得られた筋綴織より B 筋線終総

}丸筋線総畿新Im穣を芸事IIIし，さらにSDH欝索
滋没者ど郷元さした.

〔結果及び考察1全被検者の務線経組成はP

48.1%FT線維， 38.6 %area FT線維であち，筋線

総i横断部議は;FT線維部緩3，453pm 2~ ST線綾

泌総 5y243戸n2であった，滞筋線維の綾磁必績比

(FTjST area)は， 0.66であり，著しいFT綴畿の

選択的務総が認められた.激化系の潜;索活後であ

るSDHj毒殺はp 之1pmolesJgJminであったー

本研究の被検者は，持久的パフォーマンλが一

般的7.K務よりかなり潟いにもかかわらずp 本研究

で検討した筋線総特絵むおいてはp 先行研究にみ
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られるi湾年代の非トレーニング者とほとんど渓が

みられなかった.


